
会
場
で
起
き
た
銃
撃
騒
動
で

多
数
の
人
が
死
傷
、
映
画
で

し
か
知
ら
な
か
っ
た
秘
密
結

社
の
キ
ュ
ー
ク
ラ
ッ
ク
ス
ク

ラ
ン
の
不
気
味
な
姿
が
ち
ら

つ
き
始
め
た
。Ⅰ

Ｓ
は
拠
点

ラ
ッ
カ
な
ど
を
失
い
、
大
規

模
テ
ロ
か
ら
自
爆
や
群
衆
を

車
で
挽
き
殺
す
テ
ロ
を
多
発

さ
せ
て
い
る
。 

わ
が
安
倍
首
相
は
、
閣
僚 

や
自
民
議
員
の
失
言
や
モ

リ
・
カ
ケ
問
題
の
追
及
に
耐

え
か
ね
た
の
か
、
突
然
の
解

散
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
れ
で

小
池
都
知
事
が
日
本
を
リ
セ

ッ
ト
す
る
と
新
党
を
結
成
し

た
の
で
、
イ
ザ
革
命
か
と
思

っ
た
ら
、
コ
ッ
プ
の
中
の
嵐

に
終
っ
て
、
自
民
党
の
圧
勝

に
貢
献
し
て
し
ま
っ
た
。
欧

州
で
は
右
派
が
台
頭
し
始
め 

本
年
新
年
号
で
、
片
山
社

長
は
「
今
年
は
丁
酉(

ひ
の
と

と
り)

、
革
命
の
年
と
も
い
わ

れ
、
昨
年
に
も
増
し
て
色
々

の
こ
と
が
起
り
そ
う
で
す
」

と
書
か
れ
た
が
、
そ
の
予
想

通
り
今
迄
無
か
っ
た
こ
と
が

次
々
と
起
っ
て
い
る
。 

一
月
の
破
天
荒
な
ト
ラ
ン

プ
米
国
大
統
領
の
誕
生
は
内

外
に
色
々
な
波
紋
を
呼
び
、

北
朝
鮮
で
は
金
正
恩
委
員
長

の
実
兄
正
男
が
ベ
ト
ナ
ム
で

暗
殺
さ
れ
、
正
恩
は
次
々
と

ミ
サ
イ
ル
を
飛
ば
し
て
、
米

国
と
の
対
立
を
一
触
即
発
の

危
機
に
し
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
で
は
、
フ
ロ
リ
ダ
空
港
や

ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
コ
ン
サ
ー
ト 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

教
頭
が
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
割

っ
て
廃
棄
し
た
と
い
う
。
大

阪
市
立
の
小
学
校
で
あ
る
。

男
性
校
長
か
ら
「
犯
人
を
捜

し
た
く
な
い
」
と
対
応
を
拒

ま
れ
、
自
己
判
断
で
〝
証
拠

品
〟
の
破
壊
に
及
ん
だ
も
の

ら
し
い
。
事
な
か
れ
主
義
に

染
ま
っ
た
校
長
も
校
長
だ

が
、
「
但
し
異
様
で
す
」
と

諌
め
る
こ
と
な
く
〔
正
し
い

よ
う
で
す
〕
と
従
っ
た
教
頭

も
教
頭
だ
ろ
う
。
誤
変
換
の

優
秀
作
か
ら
も
う
一
つ
。 

〈
常
識
力
検
定
を
導
入
し

…
〉と
入
力
し
た
つ
も
り
が
、

画
面
に
は
〈
上
司
気
力
検
定

を
導
入
し
…
〉
。
教
頭
先
生

の
「
常
識
力
」
も
、
校
長
先

生
の
「
上
司
気
力
」
も
落
第

点
で
あ
る
。 

お
も
し
ろ
Ｙ
雑
誌
、
記
事
よ

り
引
用 

 
 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

 

 

日
本
の
祭
り 

「秩
父
夜
祭
り
」 

 
 
 

世
界
遺
産
め
ぐ
り
最
終
章
（
文
化
遺
産
） 

   
（
文
化
遺
産
） 

  
 

 

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
霜
月
大

祭
（
し
も
つ
き
た
い
さ
い
）
と
も

言
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
地
元

で
は
単
に
冬
ま
つ
り
と
も
、

夜
祭
（
よ
ま
つ
り
）
・
妙
見
さ

ま
（
み
ょ
う
け
ん
さ
ま
）
と
も
言

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

秩

父
で
は
秩
父
神
社
の
妙
見
菩

薩
は
女
神
、
武
甲
山
に
棲
む

神
（
蛇
神
・
蔵
王
権
現
）
は

男
神
で
相
思
相
愛
だ
っ
た
が
、

女
神
と
男
神
は
毎
晩
逢
瀬
を

重
ね
る
訳
に
も
ゆ
か
ず
、
夜

祭
の
晩
だ
け
正
妻
の
許
し
を

得
て
、
一
年
に
一
度
の
逢
引

き
を
し
た
と
い
う
言
い
伝
え

が
残
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
為
秩
父
夜
祭
で
は
事
前

に
お
諏
訪
渡
り
を
行
い
、
神

幸
行
列
が
諏
訪
神
社
の
前
を

通
る
際
に
は
勇
壮
な
屋
台
囃

子
を
控
え
て
静
か
に
通
過
す

る
そ
う
で
す
。 

誤
変
換 

パ
ソ
コ
ン
で
文
章
を
書
く

と
き
、
入
力
し
た
言
葉
が
意

外
な
文
字
と
な
っ
て
画
面
に

現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
誤
変

換
で
あ
る
。
〈
そ
れ
は
会
社

の
方
針
と
の
こ
と
で
、
正
し

い
よ
う
で
す
〉
と
入
力
し
た

は
ず
が
〈
そ
れ
は
会
社
の
方

針
と
の
こ
と
で
、
但
（
た
だ
〉

し
異
様
で
す
〉
何
年
か
前
、

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が

面
白
い
誤
変
換
の
実
例
を
募

っ
た
『
変
換
ミ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
』
の
優
秀
作
を
思
い
出
す
。

前
文
中
で
『
会
社
』
を
『
学

校
』
に
置
き
換
え
れ
ば
、
そ

の
通
り
事
件
が
あ
っ
た
。
教

職
員
用
の
女
子
更
衣
室
で
見

つ
か
っ
た
盗
撮
用
カ
メ
ラ
と

お
ぼ
し
き
不
審
物
を
、
男
性 

第１５０号 平成２９年１１月１日 

リハビリテーション 
デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
電話 ０３－３９７８－０９１９ 

秩
父
夜
祭
が
行
わ
れ
る

秩
父
神
社
は
平
安
時
代
初

期
の
典
籍
「
先
代
旧
事
紀
―

国
造
本
紀
―
」
に
よ
る
と
第

十
代
・
崇
神
天
皇
の
時
代
に

八
意
思
兼
命
（
や
ご
こ
ろ
お
も

い
か
ね
の
み
こ
と
）
の
十
世
子

孫
で
、
知
知
夫
国
初
代
国

造
・
知
知
夫
彦
命
（
ち
ち
ぶ
ひ

こ
の
み
こ
と
）
が
祖
神
・
八
意

思
兼
命
を
祀
っ
た
の
が
起
源

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
第
十
九
代
・
允
恭
天
皇

の
時
代
に
知
知
夫
彦
命
の

九
世
子
孫
・
知
知
夫
狭
手
男

が
知
知
夫
彦
命
を
祀
っ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
七

八
年
（
元
慶
二
年
）
に
神
階

正
四
位
下
を
賜
り
、
「
延
喜

式
神
名
帳
（
九
二
七
年
（
延

長
五
年
）
）
」
に
も
記
さ
れ

ま
し
た
。 

東 

西 
 

南 

北 

 
         

て
い
る
ら
し
い
が
、
久
し
ぶ

り
に
保
守
だ
リ
ベ
ラ
ル
だ
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
。 

世
界
中
の
異
常
気
象
で
長

期
的
な
雨
、
台
風
や
ハ
リ
ケ

ー
ン
、
洪
水
や
竜
巻
、
山
火

事
等
が
巨
大
化
し
、
災
害
の

被
害
も
大
き
い
。
日
本
で
は

初
め
て
ヒ
ア
リ
も
見
つ
か
り
、

こ
ん
な
時
代
に
は
人
心
も
荒

れ
る
の
か
、
運
転
者
の
ド
ラ

イ
ブ
・
レ
イ
ジ
、
い
じ
め
や

虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
も
多
い
。

高
速
道
路
で
反
対
車
線
か
ら

車
が
降
っ
て
来
る
世
の
中
。

安
全
な
日
本
は
遠
く
成
り
つ

つ
あ
る
。 

し
か
し
革
命
と
ま
で
言
え

な
い
が
、
天
皇
陛
下
の
退
位

も
決
ま
り
、
確
実
に
各
方
面

の
世
代
交
代
は
進
ん
で
い
る
。 

（
や
ぶ
に
ら
み
） 

   

談 

話 

室 

秩
父
夜
祭
は
起
源

が
明
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
例
祭
・
夜
の

神
幸
祭
に
伴
う
付
け

ま
つ
り
で
、
寛
文
年
間

（
一
六
六
一
年
～
一
六

七
二
年
）
に
行
わ
れ
て

い
た
記
録
が
あ
り
、
そ

れ
以
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

に
秩
父
で
絹
の
市
（
絹

大
市
）
が
立
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
お
蚕
祭
り

（
お
か
い
こ
ま
つ
り
）
と
も

言
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
か
つ
て
は
旧
暦
の

十
一
月
三
日
に
行
わ 

  

      

、 
     

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

ま
た
国
の
重
要
無
形
民
俗 

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
祇
園
祭

（
八
坂
神
社
）
・
高
山
祭
（
日

枝
神
社
（
春
の
高
山
祭
）
・

桜
山
八
幡
宮
（
秋
の
高
山
祭
）

と
と
も
に
日
本
三
大
曳
山

祭
・
日
本
三
大
美
祭
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

１
０
月
の
報
告 

２
０
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ
「
バ

ン
バ
ン
」
に
て
。 

８
名
の
参
加
で
し
た
。 

３
０
、
３
１
（
月
、
火
）
大

洗
「
か
ん
ぽ
の
宿
」
に
一

泊
す
る
バ
ス
旅
行
。
１
０

名
の
参
加
。
水
戸
の
偕
楽

園
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
、
ひ

た
ち
海
浜
公
園
、
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。 

１
１
月
の
予
定 

１
７
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

 

日
帰
り
の
バ
ス
旅
行
、
グ

ル
メ
の
会
な
ど
の
要
望
も

多
い
の
で
、
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 

（
事
務
局
） 

あおい 通信 第 150号 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

中
世
以
降
は
平
良
文
（
た
い
ら

の
よ
し
ふ
み
）
を
祖
と
す
る
秩

父
平
氏
が
奉
じ
る
妙
見
信
仰

と
習
合
し
て
秩
父
妙
見
宮
と

な
り
、
一
五
九
二
年
（
天
正

二
十
年
）
に
は
江
戸
幕
府
初

代
将
軍
・
徳
川
家
康
の
寄
進

に
よ
っ
て
現
在
の
社
殿
が
造

営
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
秩
父
神
社
は
秩
父
地

方
の
総
鎮
守
で
、
三
峯
神
社

（
み
つ
み
ね
じ
ん
じ
ゃ
）
・
宝

登
山
神
社
（
ほ
ど
さ
ん
じ
ん

じ
ゃ
）
と
と
も
に
秩
父
三
社

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

秩父神社 



 

 

宮
路 

京
子
（火
） 

五
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
頃
少
し

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
運
動
や
、
午
後
の
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆

様
と
お
話
し
で
き
る
の
が
楽

し
み
に
な
り
ま
し
た
。 

      

森
下 

千
壽
子
（木
） 

初
心
者
で
す
が
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
を
吹
い
て
い
ま
す
。
腹

式
呼
吸
に
い
い
と
思
っ
て
一

人
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

読
書
も
好
き
で
す
。
葵
で
は

マ
シ
ン
、
マ
ッ
ト
を
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。 

      

加
藤 

ト
シ (

日
） 

葵
に
き
て
、
い
ろ
い
ろ
と

指
導
を
い
た
だ
い
て
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
を

し
て
、
体
力
が
落
ち
な
い
よ

う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

私
は
結
婚
を
契
機
に
東
京

に
移
り
住
み
六
十
年
に
な
り

ま
し
た
。
今
は
歩
行
に
困
難

が
あ
り
帰
郷
が
難
し
く
残
念

で
す
。
願
わ
く
ば
、
今
一
度

丹
波
の
土
を
踏
み
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

金
剛
峯
寺
の
奥
の
院
に
は
即

身
成
仏
を
と
げ
た
空
海
の
御

廟
が
あ
り
今
も
業
を
行
っ
て

い
る
と
さ
れ
ま
す
。 

三
重
県
伊
勢
市 

垂
仁
天
皇
２
６
年
（
内

宮
）・
雄
略
天
皇
２
２
年
（
外

宮
）
開
創
。
伊
勢
神
宮
。
皇

大(

こ
う
た
い)

と
神
宮(

内
宮)

と
豊
受(

と
よ
う
け)

大
神
宮(

外

宮
お
よ
び
別
宮
１
２
５
杜
の
総
称)

正
式
名
称
は
「
神
宮
」
。
古
来
、

最
高
の
特
別
格
の
神
宮
と
し
て

全
国
の
崇
敬
を
集
め
、
近
代

に
は
「
御
陰
参
り
（
お
伊
勢
参

り
）
」
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ

ま
し
た
。 

宮
崎
県
高
千
穂
町 

天
岩
戸
神
社
・
天
安
河
原 

「
開
創
時
代
不
明
」
。
東
西
２
つ 

の
社
が
あ
り
、
西
本
宮
は
天
照
大

神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）
が
籠
っ 

   
私
の
在
所
は
兵
庫
県
氷
上

郡
鴨
ノ
庄
村
字
喜
多
で
し

た
。
市
町
村
合
併
で
近
隣
五

ケ
村
の
合
意
に
よ
っ
て
丹
波

市
市
島
町
字
喜
多
と
な
り
ま

し
た
。
私
は
幼
少
よ
り
言
い

な
れ
書
き
な
れ
て
い
た
鴨
ノ

庄
の
名
ま
え
を
失
い
非
常
に

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

生
家
を
継
い
で
い
る
弟
に

よ
る
と
、
若
者
が
都
会
に
で

て
し
ま
い
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
に
よ
り
、
山
林
や
田

畑
の
耕
作
放
棄
が
起
き
て
お

り
、
将
来
を
心
配
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。 

  

私
が
兵
庫
県
丹
波
の
出
身

で
す
と
申
し
ま
す
と
、
大
方

の
御
仁
は
あ
あ
黒
豆
の
丹
波

篠
山
で
す
か
と
言
わ
れ
ま
す
。

丹
波
の
名
前
は
黒
豆
の
篠
山

と
し
て
世
間
に
知
ら
れ
て
い

ま
す
。 

丹
波
の
主
要
な
駅
は
、
Ｊ

Ｒ
福
知
山
線
の
篠
山
と
柏
原

（
か
い
ば
ら
）
で
す
。
大
阪
か
ら

列
車
で
約
１
時
間
半
で
す
。

丹
波
と
呼
ば
れ
て
い
た
篠
山

は
篠
山
市
に
、
柏
原
は
丹
波

市
と
平
成
に
改
名
し
ま
し
た
。 

丹
波
は
県
の
中
東
部
に
位

置
し
東
辺
を
京
都
府
に
接
し

て
い
ま
す
。
な
だ
ら
か
な
中

国
山
地
に
囲
ま
れ
た
自
然
災 

絹
田 

治
夫 

（
Ｈ
16
年
12
月
よ
り
通
所
） 

 
 

     

私
は
今
ま
で
、
葵
で
リ
ハ

ビ
リ
を
兼
ね
て
色
々
の
こ
と

を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

色
々
の
所
に
も
連
れ
て
行
っ

て
貰
い
ま
し
た
が
、
や
は
り

三
年
前
に
光
が
丘
の
ホ
テ

ル
・
カ
デ
ン
ツ
ァ
で
行
わ
れ

た
、
葵
の
創
立
十
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
い
つ
ま
で

も
私
の
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。 
 

伊
藤 

ユ
リ
子 

（
Ｈ
17
年
３
月
よ
り
通
所
） 

 

日
本
の
霊
場
、
信
仰
の
地 

絹
田
治
夫 

葵
に
お
世
話
に
な
っ
て
、

十
年
以
上
に
な
り
ま
し
た
。 

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

お
世
話
で
、私
の
体
調
は「
貴

女
は
何
処
が
悪
く
て
、
葵
に

来
る
の
」
と
聞
か
れ
る
程
に

回
復
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
葵

で
の
リ
ハ
ビ
リ
と
、
私
自
身

が
見
栄
を
張
ら
ず
、
恥
ず
か

し
い
と
思
わ
ず
に
家
か
ら
出

て
、
運
動
し
た
こ
と
の
成
果

で
、
今
で
は
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

嶋
田 

康
子 

（
Ｈ
17
年
３
月
よ
り
通
所
） 

 
 

     

私
が
難
病
の
パ
ー
キ
ン
ソ 

ン
病
に
な
っ
て
18
年
、
そ

の
う
ち
12
年
半
を
葵
さ
ん

で
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。 そ

の
時
間
は
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
の
人
間
形
成
の

時
間
帯
に
匹
敵
し
ま
す
が
、

私
は
成
長
ど
こ
ろ
か
、
そ
の

日
一
日
を
自
分
の
身
の
回
り

の
事
が
出
来
た
こ
と
で
満
足

し
て
終
え
て
い
ま
す
。 

八
十
歳
に
な
っ
た
今
、
そ

れ
を
助
け
て
頂
い
て
い
る
の 

が
葵
さ
ん
の
存
在
で
あ
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
や
利
用
者

の
皆
様
の
温
か
い
お
声
が
け

と
、
マ
ッ
ト
体
操
の
お
か
げ

と
感
謝
し
て
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。 

  

害
の
な
い
暮
ら
し
よ
い
平
穏

な
農
村
で
す
。 

米
作
農
業
が
中
心
で
、
お

い
し
い
と
好
評
な
丹
波
米
は

関
西
圏
で
消
費
さ
れ
て
い
ま

す
。
山
田
錦
と
言
う
特
別
な

酒
米
か
ら
は
、
清
酒
小
鼓(

西

山
酒
造
）
が
作
ら
れ
、
東
京

で
も
手
に
は
い
り
ま
す
。
他

に
も
丹
波
は
栗
や
松
茸
も
生

産
出
荷
し
て
い
ま
す
。 

 

黒
豆
は
ふ
っ
く
ら
と
煮
て

好
み
の
味
を
つ
け
る
と
お
い

し
い
で
す
よ
。 

な
ど
、
昔
か
ら
霊
場
や
聖
地

を
一
度
は
訪
れ
た
い
人
気
ス

ポ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
す
。 

簡

単
で
す
が
何
箇
所
か
を
、
紹

介
し
ま
す
。 

和
歌
山
県
・
高
野
町 

高
野
山
・
金
剛
峯
寺
（
８

１
８
年
開
創
）
弘
法
大
師
・

空
海
が
開
い
た
密
教
の
聖

地
。 

       

た
と
伝
わ
る
岩
屋
を
神
体
と

す
る
。 

そ
の
際
に
八
百
万
の
神
々

が
集
ま
っ
て
相
談
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
天
安
河
原
が
近
く

に
あ
り
ま
す
。 

長
野
県
長
野
市 

戸
隠
神
社
「
孝
元
天
皇
５

年
開
創
」。 

「
天
の
岩
戸
」
が
飛
来
し
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
る
霊
山
・
戸
隠
山
の
麓
に

開
創
。
一
説
に
は
紀
元
前
（
２

１
０
年
）
の
開
創
と
も
伝
え

る
。
平
安
時
代
末
は
修
験
道

の
道
場
と
し
て
都
に
ま
で
知

ら
れ
ま
し
た
。 

 

つ
づ
く 

丹
波
と
篠
山
と
特
産
品 

森
下
千
壽
子 

   

古 
 

 

今 
 

 

抄 

あ
お
い
・
歌
壇
・
川
柳 

手
に
と
り
て 

友
の
ぬ
く
も
り 

つ
た
い
く
る 

心
体
も 

あ
た
た
か
な
る
に 

麻
生
伊
登
子 

 

 

今
回
は
、【
日
本
の
霊
場
、

信
仰
の
地
】
で
す
。 

「
心
を
浄
化
す
る
、
神
の
す
ま

う
場
所
」。 

清
々
し
い
癒
し
や
元
気
を

求
め
て
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。 

し
か
し
こ
れ
は
今
に
始
ま

っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

古
来
、
日
本
に
は
霊
場
・
聖

地
め
い
て
い
る
神
社
仏
閣
は

い
う
に
及
ば
ず
、
山
や
岩
、

滝
、
巨
樹
な
ど
を
八
百
万
の

神
の
宿
る
場
所
と
し
て
人
々

は
崇
め
て
き
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
庶
民
の
間
に

広
ま
っ
た
「
御
蔭
参
り
」「
富

士
講
」「
熊
野
講
」「
遍
路
」 

  

今
号
よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

葵
開
所
以
来
の
、
ご
利
用
者

様
を
長
く
通
所
さ
れ
て
い
る

方
か
ら
順
次
、
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
皆
様
に
も
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

㋑
通
所
以
来
、
今
迄
に
印
象

に
残
っ
た
事
㋺
自
分
が
変
わ

っ
た
な
、
と
思
う
事
の
ど
ち

ら
か
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

写
真
は
通
所
開
始
頃
の

一
枚
を
、
使
わ
せ
て
戴
き
ま

す
。 

   

        

高
野
山
金
剛
峰
寺 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

戸隠神社 


